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新
規
就
農
者
激
励
会

新
規
就
農
者
激
励
会

令
和
４
年
度
農
業
後
継
者

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
四
名
の
門
出
を
祝
う

　

新
た
に
農
業
後
継
者

及
び
新
規
就
農
さ
れ
た

方
々
を
対
象
に
例
年
行

わ
れ
て
い
る
新
規
就
農

者
激
励
会
が
六
月
十
日
、

Ｊ
Ａ
三
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。
昨
年
一
月

長
か
ら
対
象
者
へ
激
励
の
挨
拶
を

行
っ
た
。
続
い
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

四
連
・
全
共
連
連
名
に
よ
る
激
励

状
と
記
念
品
が
小
椋
代
表
理
事
組

合
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
後

新
規
就
農
者
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ

れ
「
一
人
の
農
業
者
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
上
士
幌
町
農
業
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
様
に
様
々
な
技

術
習
得
に
励
み
立
派
な
農
業
経
営

を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
た
。

上
士
幌

　

・
根
本　

優
嗣
（
麻
紀
子
）

北　

門

　

・
山
本　
　

蓮
（
雅　

法
）

　

・
鈴
木　
　

譲

�

（
㈱
モ
ー
モ
ー
Ｃ
ｏ
ｗ
）

　

・
鈴
木
あ
け
み

�

（
㈱
モ
ー
モ
ー
Ｃ
ｏ
ｗ
）

最
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
閉
会
し

た
。

小椋組合長挨拶小椋組合長挨拶

山本　　蓮さん山本　　蓮さん

鈴木　　譲さん鈴木　　譲さん

鈴木あけみさん鈴木あけみさん 根本　優嗣さん根本　優嗣さん

新
規
就
農
者

か
ら
十
二
月
迄
に
就
農
及
び
令
和

四
年
三
月
に
新
規
学
卒
者
で
就
農

さ
れ
た
方
を
対
象
に
当
日
は
四
名

の
方
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
Ｊ
Ａ
小
椋
代
表
理
事

組
合
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

竹
中
町
長
、
高
木
農
業
委
員
会
会
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去
る
六
月
八
日
の
第
七
十
四
回
通

常
総
会
に
お
い
て
理
事
と
し
て
承
認

を
い
た
だ
き
、
同
日
の
理
事
会
に
お

い
て
専
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
、
農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
は

極
め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
っ
て
何
分

に
も
浅
学
非
才
で
あ
り
大
変
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の

話
を
聞
き
入
れ
関
係
機
関
の
ご
指
導

を
賜
り
、
役
職
員
と
共
に
業
務
遂
行

に
努
力
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化

に
よ
る
消
費
の
低
迷
を
招
き
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

っ
て
世
界
の
経
済
活
動
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
、
肥
料
、
飼
料
、
燃
油
あ
ら

ゆ
る
原
料
価
格
の
高
騰
が
今
後
の
農

業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
天

候
に
恵
ま
れ
大
き
な
災
害
、
農
作
業

に
お
け
る
事
故
も
な
く
、
組
合
員
の

皆
様
と
ご
家
族
が
ご
健
勝
で
豊
穣
の

秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
祈
念
す
る
と

共
に
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
に

あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

就
任
就
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

就
任
就
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

専
務
理
事

�

大
　
道
　
欣
　
実

代
表
監
事

�

泉
　
田
　
吉
　
徳

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
組

合
事
業
に
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
六
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第

七
十
四
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
監
事
に

再
任
さ
れ
、
そ
の
後
に
開
か
れ
ま
し
た
監

事
会
に
お
い
て
、
代
表
監
事
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
大
役
を
仰

せ
つ
か
る
に
は
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
上
士
幌
農
協
の
健
全
経

営
に
向
け
て
内
部
監
査
室
と
の
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
監
査
の
充
実
を
図
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

監
事
は
、
理
事
会
と
協
働
し
て
組
合
の

監
督
機
能
の
一
翼
を
担
い
、
組
合
員
の
負

託
を
受
け
た
独
立
の
機
関
と
し
て
理
事
の

職
務
の
執
行
を
監
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、

組
合
の
健
全
性
を
確
保
し
、
組
合
員
及
び

社
会
か
ら
の
信
頼
に
応
え
る
良
質
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
を
確
立
す
る
責
務
を
負
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
監
事
の
責
務
を
肝
に
命

じ
、
職
責
を
果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
人
流
の
減
少
や
生
活
様

式
の
激
変
で
、
観
光
、
飲
食
業
な
ど
を
含

む
食
に
関
す
る
活
動
が
停
滞
し
、
農
業
分

野
に
お
い
て
は
、
乳
製
品
や
砂
糖
な
ど
の

消
費
が
落
ち
込
む
な
ど
我
々
が
生
産
す
る

農
畜
産
物
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
又
、
二
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
、

元
々
高
止
ま
り
し
て
い
た
原
油
、
液
化
天

然
ガ
ス
の
価
格
が
暴
騰
し
、
物
流
コ
ス
ト

や
石
油
製
品
価
格
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、

加
え
て
円
安
も
重
な
り
、
飼
料
、
肥
料
等

生
産
資
材
の
値
上
が
り
な
ど
、
農
業
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
過
去
に
な
い
ほ
ど
の
厳

し
さ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
組
合

員
の
皆
様
と
農
協
さ
ら
に
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
が
一
丸
と
な
り
、
英
知
を
結
集
し
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
組
合
員

の
皆
様
が
ご
健
勝
で
ご
活
躍
で
き
ま
す
こ

と
と
、
天
候
に
恵
ま
れ
豊
穣
の
秋
を
迎
え

ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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就
任
就
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

常
勤
監
事

�

松
　
岡
　
秀
　
行

　

六
月
八
日
開
催
の
第
七
十
四
回
通
常
総
会

に
お
き
ま
し
て
、
監
事
と
し
て
ご
承
認
い
た

だ
き
、
そ
の
後
の
監
事
会
に
お
き
ま
し
て
常

勤
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
松
岡
秀
行
と
申

し
ま
す
。

　

私
は
こ
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
上
士
幌

町
役
場
職
員
と
し
て
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

三
十
八
年
の
職
員
生
活
の
後
、
六
十
歳
で
の

定
年
退
職
を
迎
え
、
こ
の
二
年
間
は
再
任
用

職
員
と
し
て
、
計
四
十
年
間
お
世
話
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な

重
責
の
監
事
職
と
い
う
お
話
を
頂
い
た
際
、

改
め
て
自
分
自
身
の
こ
の
四
十
年
の
勤
務
を

顧
み
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
。

そ
こ
に
は
各
種
関
係
団
体
と
の
お
付
き
合
い

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
上
士
幌
町

農
村
青
年
会
（
後
に
青
年
会
に
改
称
）
と
い

う
組
織
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
は
三
十
歳
未

満
三
十
名
程
度
。
そ
の
構
成
の
殆
ど
は
、
将

来
の
農
業
を
背
負
う
後
継
者
の
方
た
ち
、
各

種
行
事
に
農
作
業
の
合
間
を
見
つ
け
て
は
参

加
し
、
昼
夜
問
わ
ず
、
正
に
フ
ル
パ
ワ
ー
で

立
ち
向
か
う
頼
も
し
い
面
々
で
し
た
。
今
で

は
一
家
の
大
黒
柱
で
す
。
ま
た
、
農
村
部
に

は
、
農
事
組
合
単
位
で
の
婦
人
学
級
と
い
う

交
流
と
学
習
の
場
が
あ
り
、
訪
ね
て
は
色
々

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
産
業
課
主
幹
時

代
に
は
、
農
協
組
織
と
の
共
通
の
課
題
解
決

に
向
け
た
数
十
回
に
わ
た
る
協
議
、
ナ
イ
タ

イ
高
原
牧
場
長
時
代
に
は
経
営
視
点
の
持
ち

方
と
実
践
、
農
林
課
長
時
代
の
ナ
イ
タ
イ
高

原
牧
場
指
定
管
理
者
制
度
移
行
へ
の
積
み
上

げ
等
々
。
こ
の
よ
う
に
直
接
的
な
農
業
者
、

農
協
組
織
と
の
関
わ
り
は
二
十
七
年
に
も
及

ぶ
も
の
で
し
た
。
そ
の
他
の
部
署
時
代
に
も

間
接
的
に
は
何
か
し
ら
の
お
付
き
合
い
を
頂

い
た
も
の
で
す
。

　

即
ち
こ
の
四
十
年
間
、
私
は
「
農
業
者
、

農
協
に
育
て
て
頂
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
度
、
こ
の
職
責
の
お
話
を
頂
戴
し
、

決
断
し
た
理
由
は
、「
頂
い
た
ご
恩
は
お
返

し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
一

点
に
尽
き
ま
す
。「
農
業
者
、
農
協
の
利
益

を
守
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
」
こ
れ
を
求

め
続
け
る
こ
と
が
恩
返
し
で
あ
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

監
事
室
の
ド
ア
は
執
務
中
開
放
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
私
も

折
を
み
て
伺
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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行
事
予
定

９
月

１
日　
　
　

育
成
牛
市
場

７
日　
　
　

乳
牛
市
場

９
日　
　
　

飼
料
定
配

14
日　
　
　

和
牛
市
場

９
月
中
旬　

農
業
廃
プ
ラ

16
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

22
日　
　
　

乳
牛
市
場

22
日　
　
　

飼
料
定
配

10
月

３
日　
　
　

育
成
牛
市
場

５
日　
　
　

乳
牛
市
場

７
日　
　
　

飼
料
定
配

11
日　
　
　

和
牛
市
場

13
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

10
月
中
旬　

農
業
廃
プ
ラ

20
日　
　
　

乳
牛
市
場

25
日　
　
　

飼
料
定
配

26
日　
　
　

馬
市
場

議
案
第
２
号

　
　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
余
裕

金
の
運
用
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
不
祥

事
ゼ
ロ
運
動
の
展
開
に
つ
い

て

議
案
第
４
号

　
　

令
和
４
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更

に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

共
同
計
算
運
営
の
基
本
事
項

に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　
　

種
子
馬
鈴
薯
特
別
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

２
．
関
連
会
社
の
財
務
状
況
に
つ

い
て

３
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基

づ
く
業
務
執
行
体
制
の
報
告

に
つ
い
て

４
．
理
事
に
対
す
る
貸
付
金
の
報

告
に
つ
い
て　

５
．
第
56 

回
上
士
幌
町
家
畜
品

評
会
入
賞
結
果
に
つ
い
て

６
．
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
倉
庫
新
築

工
事
に
係
る
指
名
競
争
入
札

結
果
に
つ
い
て

７
．
ス
ラ
リ
ー
タ
ン
カ
ー
取
得
に

係
る
一
般
競
争
入
札
結
果
に

つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報

告
書
に
つ
い
て

第
５
回
理
事
会

令
和
４
年
６
月
16
日

理
事
会
だ
よ
り

議
案
第
８
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
第
１
・
四
半
期
監
査
報
告
に

つ
い
て

２
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

３
．
定
款
の
認
可
に
つ
い
て

４
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基

づ
く
経
営
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

５
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

６
．
営
農
貯
金
の
利
率
に
つ
い
て

７
．
農
家
施
設
資
金
の
利
率
に
つ

い
て

８
．
令
和
４
年
度
農
産
物
作
付
実

測
面
積
に
つ
い
て

９
．
令
和
４
年
度
春
季
主
要
作
物

定
期
生
育
状
況
調
査
結
果
に

つ
い
て

10
．
７
月
４
日
低
気
圧
通
過
に
伴

う
集
中
豪
雨
・
暴
風
・
降
雹

被
害
状
況
に
つ
い
て
（
農
産
）

11
．
７
月
４
日
低
気
圧
通
過
に
伴

う
集
中
豪
雨
・
暴
風
・
降
雹

被
害
状
況
に
つ
い
て
（
畜
産
）

12
．
第
１
・
四
半
期
生
乳
生
産
状

況
に
つ
い
て

13
．
７
月
３
日
と
７
月
４
日
の
１

番
牧
草
収
穫
作
業
に
係
る
車

輌
事
故
に
つ
い
て

14
．
令
和
４
年
度
肥
料
価
格
の
設

定
に
つ
い
て

15
．
１
番
牧
草
収
穫
作
業
受
委
託

事
業
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

組
合
の
業
務
及
び
財
産
の
状

況
に
関
す
る
説
明
書
類
に
つ

い
て

議
案
第
２
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
（
資
本
的

支
出
）
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

第
６
回
理
事
会

令
和
４
年
７
月
25
日
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十勝総合畜産共進会十勝総合畜産共進会第51回

　

第
五
十
一
回
十
勝
総
合
畜
産

共
進
会
が
十
勝
農
協
連
主
催
で

七
月
十
九
日
～
二
十
日
に
音
更

町
の
十
勝
農
協
連
家
畜
共
進
会

会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
町
か
ら
も
丹
精
込
め
て
育

て
ら
れ
た
肉
用
牛
四
頭
・
種
馬

一
頭
が
選
抜
さ
れ
た
。

　

審
査
員
は
、（
一
社
）
北
海

道
酪
農
畜
産
協
会
家
畜
登
録
改

良
部
部
長
の
岸
大
輔
氏
、（
公
社
）

日
本
馬
事
協
会
業
務
部
次
長
山

下
大
輔
氏
が
行
い
、
手
際
良
く

優
秀
家
畜
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
た
。

　

結
果
、
本
町
の
出
品
牛
で
は

第
十
八
部
に
出
品
し
た
㈲
福
澤

農
場
の
「
ゆ
う
か
３
」
が
一
等

一
席
、
第
二
十
部
に
出
品
し
た

㈲
福
澤
農
場
の
「
ち
ゃ
も
」
が

一
等
二
席
、
若
雌
一
の
部
優
秀

賞
を
獲
得
し
全
道
共
進
会
の
出

場
資
格
を
獲
得
し
た
。

20部　１等２席　若雌１の部　優秀賞20部　１等２席　若雌１の部　優秀賞
㈲福澤農場　出品牛　ちゃも㈲福澤農場　出品牛　ちゃも

18部　１等１席　㈲福澤農場　出品牛　ゆうか３18部　１等１席　㈲福澤農場　出品牛　ゆうか３

鈴木　義尚氏　出品馬　優姫鈴木　義尚氏　出品馬　優姫
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第51回　十勝総合畜産共進会　出品畜入賞結果
開催日　令和４年７月19日・20日

肉用牛の部

順　位 部門 名　　　　号 生年月日
父
母

母の父
出 品 者

最 高 位 24 ひ　な　み Ｈ29.７.１
美津照重
えみり
隆之国

十勝池田町
㈱Ｙ・Ｋ農産

準 最 高 位 20 み ど り ３ Ｒ３.６.14
美津照重

みどりのこ３
白鵬85の３

豊頃町
㈱武隈ＢＦ

若雌１の部
最 優 秀 賞 20 み ど り ３ Ｒ３.６.14

美津照重
みどりのこ３
白鵬85の３

豊頃町
㈱武隈ＢＦ

若雌１の部
優 秀 賞 20 ち　ゃ　も Ｒ３.４.28

知恵久
ちゃもろ
勝早桜５

㈲福澤農場

若雌２の部
最 優 秀 賞 21 あ　ん　な Ｒ３.３.28

秋忠平
ひさか
安福久

十勝池田町
多田　隆弥

経産牛の部
最 優 秀 賞 24 ひ　な　み Ｈ29.７.１

美津照重
えみり
隆之国

十勝池田町
㈱Ｙ・Ｋ農産

群出品の部
最 優 秀 賞 27

ゆ　め　こ Ｒ３.５.17
勝美糸
こゆめ
勝早桜５

足寄町
餌取　靖徳

いとたから Ｒ３.４.８
勝美糸
たかはら
北茂安93

足寄町
三原　憲章

ま　ち　こ Ｒ３.３.10
勝美糸
ふみや
秋忠平

足寄町
清水　和博

本町出品牛

順　位 部門 名　　　　号 生年月日
父
母

母の父
出 品 者

１－１ 18 ゆ う か ３ Ｒ３.９.11
茂晴花
ひろいん
福之鶴

㈲福澤農場

３ 18 し よ ふ く Ｒ３.７.11
福之姫

しようとこうの
勝忠平

大道　欣実

１－２ 20 ち　ゃ　も Ｒ３.４.28
知恵久
ちゃもろ
勝早桜５

㈲福澤農場

２－２ 20 ここのひめ Ｒ３.７.９
福之姫
ここす
勝早桜５

㈲遠山農場

種馬の部

順　位 部門 名　号 品種 毛色 性別 生年月日 父
母 出 品 者

最高位 33 晏松姫 日輓 鹿毛 雌 Ｈ25.３.５ ウンカイ
晏春姫

浦幌町
松村　竜幸

本町出品馬

順　位 部門 名　号 品種 毛色 性別 生年月日 父
母 出 品 者

３ 33 優　姫 日輓 鹿毛 雌 Ｈ24.３.11 キタノイチオク
昭力姫 鈴木　義尚

第32回北海道肉用牛共進会出品牛
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専
用
ド
ロ
ー
ン
で

「
空
飛
ぶ
受
精
卵
」

　

七
月
一
日
、
上
士
幌
町
と
Ｊ
Ａ

上
士
幌
町
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
会
社

の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

Ｙ
（
ネ
ク
ス
ト
デ
リ
バ
リ
ー
、
田

路
圭
輔
代
表
）
が
、
牛
の
受
精
卵

を
ド
ロ
ー
ン
で
配
送
す
る
実
証
実

験
を
行
っ
た
。
冷
凍
し
て
い
な
い

受
精
卵
の
受
胎
率
へ
の
影
響
や
広

域
流
通
の
可
能
性
を
検
証
す
る
「
世

界
初
の
取
り
組
み
」
と
し
て
い
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
輸
送
に
よ
る
温
度
変

化
や
振
動
が
受
精
卵
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
か
を
調
べ
、
季

節
や
時
間
帯
を
変
え
て
本
年
度
中

に
計
四
回
実
験
を
行
う
。
受
胎
率

向
上
に
よ
る
子
牛
の
供
給
不
足
解

消
、
輸
送
距
離
や
時
間
の
短
縮
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
、
冬
季
の
配
送

リ
ス
ク
低
減
な
ど
が
狙
い
で
あ
る
。

　

冷
凍
し
て
い
な
い
受
精
卵
は
衝

撃
に
弱
い
た
め
、
機
体
が
傾
か
ず

揺
れ
な
い
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
、

物
流
専
用
の
ド
ロ
ー
ン
（
全
長
一
・

七
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
五
メ
ー
ト

ル
）
を
使
用
。
水
筒
に
入
れ

て
温
度
を
二
十
～
二
十
五
度

に
保
ち
輸
送
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
Ｅ
Ｔ
研
究
所
か

ら
、
片
道
七
・
一
キ
ロ
先
の

熊
谷
牧
場
に
約
十
三
分
で
輸

送
。
到
着
後
、
獣
医
師
に
手

渡
し
て
損
傷
の
有
無
な
ど
を

確
認
し
た
後
、
乳
牛
に
移
植

さ
れ
た
。

　

今
後
は
四
回
の
実
証
実
験

を
通
し
て
、
実
用
化
に
向
け

た
農
業
生
産
の
拡
大
を
目
指

す
。

ドローン配送の様子ドローン配送の様子

受精卵を獣医師へ受精卵を獣医師へ

生産資材店舗前　販売促進会の様子生産資材店舗前　販売促進会の様子

受精卵を受け取る熊谷　肇氏受精卵を受け取る熊谷　肇氏

生産資材店舗前 販売促進会 開催
　収穫期前の部品展示即売会が８月９日～10日の２日間、農協の生産資材課店舗前にて開催された。

　ツナギやトアスプレー・特価長靴等多数用意され、お得になった商品や農作業に向けた消耗品を買

い求め、賑わいを見せた展示会となった。
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意見交換会の様子意見交換会の様子

ＴＭＲセンター原料受入ＴＭＲセンター原料受入自走式ハーベスターによる収穫作業自走式ハーベスターによる収穫作業

　

上
士
幌
町
農
作
業
コ
ン
ト
ラ
利
用
部
会
（
菅

原
浩
希
部
会
長
）
は
六
月
中
旬
の
植
生
調
査

及
び
利
用
者
全
体
会
議
を
経
て
六
月
十
八
日

か
ら
七
月
九
日
ま
で
の
延
べ
十
七
日
間
の
日

程
で
一
番
牧
草
収
穫
作
業
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
春
耕
期
の
天
候
が
干
ば
つ
傾

向
に
あ
っ
た
が
、
六
月
以
降
は
曇
天
及
び
降

雨
に
よ
り
収
穫
期
間
中
は
圃
場
条
件
の
悪
化

な
ど
か
ら
作
業
が
中
断
す
る
事
も
あ
っ
た
が
、

利
用
者
、
関
係
業
者
の
協
力
も
あ
り
例
年
並

み
の
収
穫
期
間
で
終
え
る
事
が
で
き
た
。

　

今
年
度
は
草
丈
に
つ
い
て
は
例
年
並
み
で

あ
っ
た
が
、
牧
草
の
密
度
が
高
く
収
量
は
例

年
以
上
を
確
保
で
き
た
。
ま
た
、
一
部
刈
り

遅
れ
の
圃
場
も
あ
っ
た
が
、
出
穂
期
は
例
年

よ
り
遅
か
っ
た
事
も
あ
り
、
総
じ
て
適
期
に

収
穫
が
で
き
、
品
質
に
つ
い
て
も
例
年
並
み

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

作
業
体
制
に
つ
い
て
は
、
四
セ
ッ
ト
体
制

で
の
作
業
が
行
わ
れ
、
作
業
面
積
は
全
体
で

１
，
６
２
６
．
５
３
ha
で
あ
っ
た
。

　

今
後
も
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
で
は
消
化

液
散
布
、
堆
肥
散
布
、
二
番
牧
草
収
穫
、
デ

ン
ト
コ
ー
ン
収
穫
、
ビ
ー
ト
・
大
豆
収
穫
等

を
実
施
し
て
い
く
が
、
昨
今
の
働
き
方
改
革

及
び
、
天
候
不
順
と
い
っ
た
情
勢
を
踏
ま
え
、

今
後
も
よ
り
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
に
も

利
用
者
の
事
前
準
備
等
、
益
々
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
宜
し
く
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

上士幌町農協コントラクター事業上士幌町農協コントラクター事業

令和４年度令和４年度  一番牧草収穫作業実施一番牧草収穫作業実施

Ｊ
Ａ
役
員
と
の
意
見
交
換
会
開
催

Ｊ
Ａ
役
員
と
の
意
見
交
換
会
開
催

JA青年部
　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
小
林
部
長
）
は
、

七
月
二
十
一
日
に
農
協
事
務
所
三

階
会
議
室
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
役
員
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
数
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
意
見
交
換
会
は
、

青
年
部
全
部
員
を
対
象
と
し
、
新

役
員
を
含
む
十
三
名
の
部
員
が
参

加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
大

道
専
務
理
事
よ
り
挨

拶
を
頂
き
、
そ
の
後

小
林
部
長
の
挨
拶
で

開
始
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換

会
は
、
令
和
四
年
度

の
農
協
事
業
と
青
年

部
事
業
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
、
様
々
な
質

問
や
要
望
が
出
る
な

ど
今
後
の
農
業
の
担

い
手
で
あ
る
青
年
部

世
代
と
し
て
学
ぶ
こ

と
が
多
く
、
良
い
経

験
の
場
と
な
っ
た
。

　

小
林
部
長
は
「
今

回
の
意
見
交
換
会
で

は
、
青
年
部
内
外
に
お
け
る
課
題

に
つ
い
て
広
く
協
議
す
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
す
る
た
め
に
も
様
々

な
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
い
く

よ
う
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
た
。



Ｊ Ａ か み し ほ ろ令和４年９月１日 第430号（ ）9

家
の
光

　

収
入
減
、
物
価
高
な
ど
、
お
金

に
関
す
る
不
安
が
増
す
昨
今
。「
無

駄
遣
い
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
楽

し
く
豊
か
に
暮
ら
し
た
い
」
と
い

う
願
い
に
こ
た
え
る
企
画
で
す
。

愛
着
の
あ
る
洋
服
や
器
な
ど
を
、

修
繕
・
手
入
れ
し
な
が
ら
長
く
使

う
方
法
な
ど
、
手
作
り
や
リ
メ
イ

ク
、Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
通
し
て
お
金
を
か
け

ず
心
豊
か
に
暮
ら
す
人
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。

10
月
号
予
告

お
金
を
か
け
ず
に

豊
か
に
暮
ら
す

　

ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、

ピ
ー
マ
ン
な
ど
、
同
時
期
に
大
量

に
収
穫
で
き
る
野
菜
を
、
い
ち
ど

に
食
べ
き
る
の
は
難
し
い
も
の
。

長
野
県
在
住
で
、
季
節
の
食
材
を

手
を
か
け
す
ぎ
ず
、
シ
ン
プ
ル
に

食
べ
る
こ
と
を
信
条
と
す
る
料
理

研
究
家
の
横
山
タ
カ
子
さ
ん
に
、

漬
け
る
、
干
す
な
ど
の
加
工
の
技

を
活
用
し
た
、
長
く
食
べ
ま
わ
す

知
恵
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

夏
野
菜
を
最
後
ま
で

食
べ
き
る
知
恵

みなさんお疲れさまでしたみなさんお疲れさまでした

移植作業様子移植作業様子 本所前鉢植え本所前鉢植え

ホクレンスタンド前花壇ホクレンスタンド前花壇

JAJA女性部女性部花壇花壇づくりづくり
✿花を通して心の豊かさを深めよう✿

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
猪
狩
美
和
部
長
）

は
、
六
月
十
四
日
に
ホ
ク
レ
ン
ス
タ

ン
ド
前
の
花
壇
耕
起
、
移
植
作
業
を

行
っ
た
。

　

当
日
は
晴
れ
の
中
で
の
作
業
だ
っ

た
。

　

役
員
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
構
成
に
オ

レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

色
と
り
ど
り
の
花
約
千
本
が
役
員
に

よ
っ
て
綺
麗
に
植
え
ら
れ
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
画
を
一
つ
一
つ
確
認
し

な
が
ら
順
調
に
作
業
が
進
み
、
花
の

色
を
組
み
合
わ
せ
色
鮮
や
か
な
花
壇

が
完
成
し
た
。

　

こ
の
花
壇
整
備
は
女
性
部
の
重
点

目
標
で
あ
る
農
村
美
化
、
花
に
彩
ら

れ
た
明
る
い
景
観
づ
く
り
、
農
村
な

ら
で
は
の
活
き
活
き
と
し
た
生
活
空

間
を
大
切
に
、
花
を
通
し
て
心
の
豊

か
さ
を
深
め
る
た
め
毎
年
実
施
し
て

お
り
、町
の
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て

事
業
費
の
一
部
助
成
を
受
け
て
い
る
。

　

今
年
は
、
七
月
に
降
っ
た
雹
の
影

響
で
花
が
一
部
枯
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

花
壇
の
草
取
り
、
給
水
等
を
各
支
部

の
当
番
制
に
よ
り
管
理
し
て
い
く
。
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酪 農 情 報
令和４年度６月　生乳受託販売実績数量

受託
戸数

受託乳量 前年比
乳　代
①

単価
補給金
②

合　　　計
①＋②

単価
前年
との差

上士幌町
戸
61

㎏
11,191,580.0

％
97.1

円
1,054,989,145

円
94.27

円
94,140,212

円
1,149,129,357

円
102.68 0.51

十　勝

管内計
1,048 112,523,659.4 101.5 10,623,988,056 94.42 946,515,236 11,570,503,292 102.83 0.56

全道計 4,821 347,305,049.8 100.1 33,003,881,143 95.03 2,921,425,887 35,925,307,030 103.44 0.63

累計受託乳量㎏ 前年比 単　価
前年

との差
乳脂肪率

％

無脂固形率

％

上士幌町 33,777,305.0
％

98.3
円

102.5 0.4 3.889 8.859

十　勝 
管内計

342,259,015.6 102.7 102.6 0.5 3.927 8.836

全道計 1,056,335,155.0 101.6 103.1 0.6 4.004 8.819

家畜市場成績

令和４年度　ホクレン十勝肉牛市場消流情報（４.７.15）

黒毛和種・メス 黒毛和種・去 乳用交雑・メス 乳用交雑・去

出場頭数 頭 498 745 1,539 1,596

成立頭数 頭 477 700 1,488 1,491

売買比率 ％ 95.8 94.0 96.7 93.4

売買金額 円 299,429,900 532,626,600 452,383,800 537,293,900

最高金額 円 913,000 1,069,200 464,200 480,700

最低金額 円 114,400 224,400 165,000 206,800

平均金額 円 627,736 760,895 304,021 360,358

令和４年度　ホクレン十勝地区乳牛市場消流情報（４.７.21）

初妊牛小計 経産牛小計 合　計 上士幌町

出場頭数 頭 867 84 956 52

成立頭数 頭 806 78 889 48

売買比率 ％ 93.0 92.9 93.0 92.3

売買金額 円 460,319,200 25,600,300 488,129,400 27,438,400

最高金額 円 1,172,600 694,100 1,172,600 1,071,400

最低金額 円 132,000 121,000 121,000 168,300

平均金額 円 571,116 328,209 549,077 571,633
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人間ドック受診の
お知らせ
令和４年度人間ドックの検診事業が始まっています。

受診を希望されている方は今一度、ご自身の受診日の確認をよろしくお願い致します。

日頃の成果を発揮して

年金友の会 パークゴルフ大会年金友の会 パークゴルフ大会年金友の会 パークゴルフ大会年金友の会 パークゴルフ大会
　

年
金
友
の
会
（
遠
山
昇
会
長
）
は
七

月
十
二
日
、
航
空
公
園
で
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
を
行
っ
た
。

　

会
員
の
健
康
増
進
と
交
流
を
深
め
る

た
め
同
会
発
足
後
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
二
十
名
参
加
し
た
。

　

当
日
は
曇
天
の
下
で
の
プ
レ
ー
と
な

っ
た
。

　

十
時
頃
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、
遠

山
会
長
よ
り
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
怪
我
の
な
い
よ
う
存
分
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
を
頂
い
た
後
、

ゲ
ー
ム
へ
と
移
っ
た
。

　

各
組
三
～
四
名
で
回
り
、
各
ホ
ー
ル

か
ら
は
真
剣
に
狙
い
を
定
め
て
シ
ョ
ッ

ト
を
放
つ
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

十
一
時
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
次
々
に
ホ

ー
ル
ア
ウ
ト
し
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
ス
コ

ア
の
集
計
と
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
、

健
闘
を
讃
え
合
っ
た
。

　

表
彰
式
で
は
男
女
の
上
位
入
賞
者
に

盾
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
他
に
も
各

賞
が
発
表
さ
れ
、
名
前
が
呼
ば
れ
る
度

に
仲
間
か
ら
拍
手
喝
采
の
祝
福
を
受
け

て
い
た
。

◦
成
績
発
表
◦

男
性
の
部

　

一
位　

大　

西　

仁　

志

　

二
位　

土　

田　

敏　

夫

　

三
位　

高　

倉　

直　

一

女
性
の
部

　

一
位　

嶋　

木　

美
津
子

　

二
位　

田　

坂　

友　

子

　

三
位　

松　

井　

京　

子

成績上位入賞者成績上位入賞者

遠山会長挨拶遠山会長挨拶 ナイスショットナイスショット��

狙いをさだめて狙いをさだめて
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人
事
の

動
き

退

職

者

　
六
月
三
十
日
付

　

畜
産
部
酪
農
課
酪
農
係

�

猪　

狩　

裕　

平

　
七
月
三
十
一
日
付

　

農
産
部
農
産
課
農
産
係

�

代　
　
　

拓　

也

人
事
異
動
　
七
月
一
日
付

　

信
用
部
融
資
課
融
資
係

�

小　

松　

香　

織

　

農
産
部
農
産
課
農
産
係

�

平　

山　

裕　

太

　

管
理
部
融
資
審
査
課
融
資
審
査
係
兼
務

�

加　

賀　

咲　

希

新
入
職
員
紹
介

◦
生
年
月
日

　
　

昭
和
51
年
９
月
23
日

◦
出
身
地

　
　

兵
庫
県

◦
最
終
学
歴

　
　

神
戸
甲
北
高
校

◦
趣
　
　
味

　
　

野
球
観
戦
・
バ
イ
ク
・
食
べ
る

こ
と

◦
抱
　
　
負

　
　

ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場
で
、
人
生

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

浜
はま

田
だ

　伸
しん

一
いち

（牧場課）
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